
平成２３年３月８日 

厚生労働大臣 殿 

年金記録回復委員会 

 

第 3 号被保険者の記録不整合問題についての意見 

 

 平成 23 年 3 月 8 日の当委員会において、厚生労働大臣から『法改正なども視野

に入れつつ対応する』ことについての助言を求められましたので、以下のように意

見を申し述べます。 

 

 

１．いわゆる「運用 3 号」については、昨年３月の当委員会の総意としては、やむ

を得ない対応であるとしたところだが、これについては、当時の状況からすれば、

従前の対応との連続性の観点及び今後への是正策の観点から一つの考え方であっ

たと思料する。 

 

２．その後、本年１月以降、各方面から、①「運用３号」対象者と過去に記録不整

合を是正してきた者との間での不公平、②今後法令に基づき適正な届け出を行う

ことに対するモラルハザード拡大の懸念等の指摘をいただく中、厚生労働大臣が

「法改正を視野に置いた抜本改善策を早急に検討する必要がある」との考え方を

示されているが、諸事情に鑑みると、妥当なことであると思料する。 

 

３．「第 3 号被保険者の記録不整合問題」については、今後も年金記録回復委員会

として必要な助言等を行う。 
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